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して適した学生を見つけます。残念なことに、せっ
かく派遣依頼書が届いても、適した学生が見つか
らずに派遣できないこともあります。一校でも多く
の学校にボランティア学生を派遣できるよう、常に
学生に呼びかけてボランティアを募集しています。
また、リソ スールームでは、ボランティア登録し
ている学生に対して、研修会や相談会、勉強会、
見学会などの機会を提供しています。毎月の交通費
申請に来た時の面談、希望する学生には指導案や
使用教材の相談などにもスタッフが対応し、ボラン
ティア学生の支援活動をきめ細かにサポ トーしてい
ます。このようなリソ スールームでの活動は決して楽
なものではありません。スタッフ全員が協力し、チー
ムワークがこの活動を支えています。教員養成系大
学である愛知教育大学では、在籍する学生の多く
が将来教壇に立つことになります。こうした将来教
員となる学生が、大学在籍中に外国人児童生徒の
支援に携わるという経験は、将来教員になった時
に必ず活かされると思います。外国人児童生徒支
援への一番の近道になるのではないでしょうか。こ
のような希望をもち、リソ スールームでは学生ボラ
ンティア派遣の活動を行っています。
1月28日に第 3 回の協議会を開催しました。県
内 9市 1町から19 名の方にご出席いただきました。
これまでの協議会で最高の出席者数となりました。
改めて感謝申し上げます。
3つの話題について報告しますが、「多言語によ
る高校進学ガイダンス」については実に様々なご意
見が出されましたので、やや詳しく紹介します。
1つ目は、中学卒業後の外国人生徒の進路調査
です。関係者皆様のご協力を得て過去 2回実施す
ることが出来、2 年間で 269人の卒業生の進路を
把握することが出来ました。栃木県県総合教育セ
ンターが毎年県内すべての卒業生の進路先につい
て調査をしていますが、その結果と比較しますと、
外国人生徒の高校進学率は 20% 程度低く、進学
先では定時制高校に進学する割合が少し高いとい
う特徴が明らかになっています。また、外国人生
徒の母語別状況では、南米系生徒（特にポルトガ
ル語を母語とする生徒）の進学率が低い結果が出
ています。この調査の結果は本プロジェクトの刊行
物である『必携』でも報告していますが、昨年は ｢
外国人生徒の高校進学問題－入試配慮に焦点を当
てて－｣ との題目で、『理論と動態』（特定非営利活
動法人　社会理論・動態研究所、第 5号　2012
年 10月）に発表しました。この調査は全国的にも
注目されています。また、国際学部が刊行している
『研究論集』（2013 年 1月）にも内容をコンパクト
にスペイン語でまとめて発表しています。この 3月
から 4月にかけて 3回目の進路調査を実施します。
今後は他県との比較も念頭に置いて、特に近隣で
ある茨城・群馬についても調査することを構想して
います。外国人生徒の高校進学問題についての体
系的な研究を進めていきたいと考えています。
2 つ目は、「多言語による高校進学ガイダンス」
についてです。今年度は本学で1回実施したほか、
真岡市、大田原市、小山市でも開催しました。3
年間で 7回開催したことになります。HANDSとし
ては、本学開催の他、市域でのニーズに応えられ
るよう地域での開催を今後も実施していきたいと考
えています。協議会では、ガイダンスのあり方につ
いて様々なご意見が出されました。以下、いくつか
紹介します。
「栃木県の県立高校の入試で現在の推薦入試が
平成 26 年度から特色選抜になるなど変更点がある
ので、ガイダンス資料についての改訂が必要になる」
第3回外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会報告
国際学部教授
 HANDSプロジェクト研究代表 田 巻 松 雄
10 HANDS next
「ガイダンス終了後に行っているアンケート結果
からは、概ね満足いただけたことが理解できるが、
参加者の知りたいことへどこまで答えられたかとい
う点に於いては、若干課題が残ったかなと思う」
「真岡市では、今年で２年目の開催であったが、
感想としては、各テーブルで活発に説明が行われ、
直接私に『開催してくれて良かった』と保護者から
聞くことが出来て、『よかったな』という気持ちになっ
た。また、今回対象を小学生に広げ希望をとったと
ころ、参加者数の半分が小学生だった。将来に向
けて早い時期から考えることができるので、開催し
た意義があると思う」、
「大田原市では今年初めて開催した。HANDS
プロジェクトのご協力で、開催して良かったなとい
う感想を持った。『また､ やってください』という声
や『元・外国人児童生徒の学生からの体験談の他
に、その保護者の体験談も聞いてみたい』という
要望があった。今後の課題としては、今回は 12月
に開催したが、中学校 3 年生にとってはもう少し早
い開催時期が望ましいのではないかということと、
今回は、市内中心部より離れた会場だったため、
外国人児童生徒とその保護者がより集まりやすい
開催場所を検討すること」
「那須地区は２市 1町あるが、これまでは、この
地区で、外国人児童生徒担当教職員が一同に会す
るということはなかった。参加を募ったわけではな
いが、いざ開催すると、日本語教室担当教職員、
支援員、行政担当者ら、地域の関係者が、多く参
加したことは、大きな財産になった。保護者も外
国人児童生徒も積極的にガイダンスを受けていた。
その表情から、継続の必要性を感じた」、
「現在、高校関係者の参加が少ないのが実情。
高校の先生でも、行政担当者でも、高校について
詳しく知っている方がガイダンスにいてくれた方が、
やりやすい。また、高校受験資格や高校入試に関
する法律や制度的規定に詳しいスタッフが今後は
もっと必要になる」
「日本の学校制度もよくわからない方たちを対象
にして説明するので、ガイダンス開催の成果は確実
に上がってきたと思う。小学生の保護者の参加が
増え、早い段階から、学習に力を入れなければと、
意欲付けになっていると思う。その地域の具体的
な校名があがるような、公にできないような情報に
ついて、各テーブルの中で出てきた場合は、『中学
校の先生に相談してください』というしかできない。
そのあたりを中学校で、外国人生徒の保護者に答
えられるような相談体制の必要性を感じている」
「初めて開催する地域では、HANDSプロジェク
トで作成した資料は役だったと思う。真岡市のよう
に複数回開催してくると、質問に幅が出てきて、す
べてに対応するには、専門知識をもった方に登壇い
ただくなど、情報不足を補う手立てが課題。佐野市
でのガイダンスに関わっているが、保護者のニ ズー
は、地域にある高校についての質問が多い。ガイダ
ンスはHANDSプロジェクトが発信し、地域ならで
はの情報提供能力をもっているスタッフの確保が必
要になってくるのではないか」
なお、ガイダンス開催時において、「せっかく外
国人児童生徒やその保護者や教育関係者が集まる
のだから、交流という意味の中でガイダンスを行う
というやり方もあるのではないか。ガイダンスして、
質疑応答して、体験談発表を聞いて終わるのでは
なくて、地域の中で、国籍を問わず、年齢を問わず、
いろいろな関係者を交えて交流する形を取り入れて
も良いのではないか」という意見もありました。
3つ目は、県教委の青木様より、2つの資料、「や
さしい日本語で話してみよう！」（2012年12月、栃木 
県・公益財団法人栃木県国際交流協会　発行）と
「わたしの未来・みんなの未来」(2012年12月、栃
木県産業労働観光部国際課　発行)のご紹介があ
りました。また、HANDSプロジェクトはまだ続くよ
うなので、今後もみなさんと話し合うこのような場
で協力していきたい、とお話がありました。
最後に、今年度最後の協議会ということもあ
り、参加者全員から一言ずつご挨拶を頂きました
が、多くの方より、「HANDS は教育現場で非常
に役立っており、今後も是非継続してほしい」、「宇
都宮大学が中心になりながら関係者がより協力し
て外国人児童生徒支援の地域連携を充実させて
いくべきだ」等の評価や励ましをいただきました。
次年度からは、「北関東を対象とした外国人児童
生徒支援のための地域連携事業」と名称は変わ
りますが、実質上 HANDS の継続です。気持ち
を新たに先に進んでいきたいと思っています。
